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Ｈ１８． ２年基礎学力テスト

１．

（１）６－８＝－２

（２）６ｘ－１－（４ｘ＋ｙ－３）＝６ｘ－１－４ｘ－ｙ＋３

（３） ｘ＝－２のとき、 －２ｘ

＝２ｘ－ｙ＋２

２＝－２× （－２）２ ＝－２× ４＝－８

（４）

（５）ｙはｘに反比例し

ｙ＝

よって

７ｘ－３＝４ｘ＋９

７ｘ－４ｘ＝９＋３

３ｘ＝１２

ｘ＝４

ａ

ｘ

ｙ＝

に代入して

－８

ｘ

ｘ＝－２のとき、ｙ＝４である。

を解くと

４＝
－２

ａ
ａ＝－８

（７） ｍ＝

ｙについて解くと

５ｍ＝３ｘ－２ｙ

２ｙ＝３ｘ－５ｍ

ｙ＝

３ｘ－２ｙ

５

３ｘ－５ｍ

２

（９）一つの外角が７２° の正多角形は

（１０）①２∠ｘ＝１１０

辺の数は５

②△ＢＤＥ △ＢＤＦ

∠ｘ＝５５°

３６０÷ ７２＝５ 正五角形
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２．

全長が８ｋｍのコ－スを、はじめは毎時１８ｋｍの速さで走り、途中から毎時６ｋｍの速さで

歩いたらスタ－トからゴ－ルまで１時間かかりました。

（１）走った道のりｘｋｍ，歩いた道のりｙｋｍとして

（２）走った時間ｘ時間、歩いた時間ｙ時間として

（３）（１）を解くと

１８ｘ＋６ｙ＝８

ｘ＋ｙ＝８

１８

ｘ

ｘ＋ｙ＝１

ｘ＋３ｙ＝１８

ｘ＋ｙ＝８

＋

２ｙ＝１０

ｙ

６
＝１

ｙ＝５

ｘ＝３ 走った道のり

歩いた道のり

３ｋｍ

５ｋｍ
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（１）△ＢＤＬと△ＣＮＬにおいて

（２）（１）より

（３）（１）（２）より

錯角が等しいのでＢＤ∥ＣＮ

合同な図形の対応する角の大きさは等しいので

△ＢＤＬ≡△ＣＮＬ

これは１組の向かい合う辺が等しくて平行であることによる。

仮定より

対頂角より

①②③より２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので

∠ＢＤＬ＝∠ＣＮＬ

∠ＢＬＤ＝∠ＣＬＮ・・・・③

ＢＬ＝ＣＬ・・・・・・①

ＤＬ＝ＮＬ・・・・・・②

四角形ＢＤＮＭは平行四辺形になる。
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（１）点Ａ

（２）△ＯＡＤをｙ軸を軸として１回転してできる立体は円錐であり

（３）四角形ＯＡＢＣは平行四辺形であり点Ｄは辺ＡＢの中点である。

Ｂ（－３，６）

Ｃ（－６，０）

ＢＣの傾きは

ｙ＝２ｘ＋ｂとおく

よってＢＣは

Ｖ＝

６＝２ｘ

Ａ（３，６）

１

３

はｙ＝２ｘ

π× ３

ｘ＝３

－３－（－６）

６－０

２

ｙ＝２ｘ＋１２

× ６＝１８π

とｙ＝６の交点であるから

（－６，０）を代入して

０＝－１２＋ｂ

＝２

ｂ＝１２

（４）Ｅ（３，０）

ＢＯの中点は（－

この２点を通るので

３＝－
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０＝３ａ＋ｂ

３

２

９

２

３

２

，３）（３，０）

ａ

ａ＋ｂ

ａ＝３× （－

よってｙ＝－

０＝－２＋ｂ

２

９

２

３

）＝－

ｂ＝２

ｘ＋２

２

３


